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長野県水泳連盟
登録委員会
情報システム委員会

新競技者登録制度の実施に伴うシステムの導入について

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は長野県水泳連盟の諸事業に対し格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、日本水泳連盟より各団体へは平成 19 年 3 月 1 日付の「お知らせ」でご案内のとおり、競技者

登録制度が改正となりました。これに伴い、長野県水泳連盟でも登録申請並びに競技会エントリーにつ
いては、インターネットを使用したシステム（Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳ）にて行うことになります。

つきましては、２００７年度の登録申請から、各団体にはＷｅｂ－ＳＷＭＳＹＳでの運用をいただく
こととなりますので、よろしくお願いいたします。

記

１．日本水泳連盟競技者登録制度の改正の概要について（日本水泳連盟送付資料参照のこと）
■選手は、第一区分登録と第二区分登録と、２ヶ所からの登録ができる。
■第一区分は学校（小～大）と勤務先（企業：実業団）、第二区分は任意団体（ＳＣ、友好団体等）
とする。

■生徒、学生（小～大）は、所属校と任意団体（ＳＣ、友好団体等）、社会人は勤務先と任意団体
の 2 ヶ所に登録できる。
→ 第一区分における小体連・中体連主催大会のみ小・中学校からの登録は義務教育期間のため

登録料は免除する。（登録団体名の例：○○中学校、○○小学校）
■大会毎に、2 ヶ所の所属名称を使い分けて使用できる。
■第一・第二両登録団体とも競技者登録手続きをしなくてはならない。
（競技者登録料については、第一区分登録団体・第二区分登録団体それぞれから発生する）

※従来の主登録・副登録が第一・第二区分に該当するが、それぞれに該当する区分が明確になって
いる。

２．出場区分と参加できる主要大会について
① 高等学校（16001～16099 ※団体登録番号） 第一区分 登録業務：高体連
→ 地区高校総体、県高校総体、北信越高校総体、インターハイ、全国ＪＯＣ、日本選手権、

日本短水路選手権、県新人戦、県選、室内選手権 他
② 中学校・無償（16A00～16C99） 第一区分 団体・選手登録無償 登録業務：中体連

※団体登録番号にアルファベットが入る場合は無償団体 従来の番号から変更
→ 地区中学総体、県中学総体、北信越中学総体、全中、地区学年別

（上記中体連主催大会以外の大会参加は認められない）
③ 中学校・有償（16201～16299） 第一区分 登録業務：地区登録委員
→ 県選、全国ＪＯＣ、日本選手権、日本短水路選手権、室内選手権 他

④ スイミングクラブ（16501～16599） 第二区分 登録業務：地区登録委員
→ ＳＣ協主催大会、ＪＳＣＡブロック対抗、県選、全国ＪＯＣ、日本選手権、

日本短水路選手権、室内選手権 他
⑤ 友好的な団体（16601～16699） 第二区分 登録業務：地区登録委員
→ 県選、全国ＪＯＣ、日本選手権、日本短水路選手権、室内選手権 他

⑥ 実業団（16701～16799） 第一区分 登録業務：地区登録委員
→ 県選、日本実業団（学校・ＳＣの職員はこちらで登録しなければ出場できない）、



日本選手権、日本短水路選手権、室内選手権 他
⑦ 県代表選手（16Y01） 他エントリー区分 ※第一、第二区分いずれかに登録選手であること

登録業務：情報システム委員会、競技委員会、ジュニア委員会
→ 国体、三県対抗

⑧ その他
市民大会・学童泳力など小学校の参加で記録認定では上記①～⑥の登録を済ませたもので、
日水連の７桁コード（Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳ選手に即発行）の有無で記録を認定する。
※各大会のエントリー時に申込用紙等へ記入し、主催団体では競技会運営システムリザルトの
入力を行っておくこと

※中学生について②中学校・無償と③中学校・有償の区別があるが、両方にかかる選手は、第一登録
として③中学校・有償へ本登録を行い、②中学校・無償にはエントリー用登録を行う。
また、中体連主催大会へは②中学校・無償にてエントリーを行う。

３．Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳの運用について
競技者登録並びに競技会エントリー手続きは、Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳで行うものとする。

Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳ：インターネットを利用した競技者登録・競技会エントリーシステム
登録団体がアクセスするにはＩＤとパスワードが必要となる
システム利用について、WindowsXP などの標準的な環境で利用可能で
あり、特別なソフトのインストールは必要ない

※但し、中体連の主催する競技会は可能な限りシステム利用を推進していくが、場合により従来
方式との併用もあり得る。中体連の指示に従うものとする。

※市民大会・学童泳力テストは、主催・主管でエントリー方法が指示されるので、そちらに従う
Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳ普及は、登録委員会・情報システム委員会が中心になって行う。
従って団体登録を行うチーム（登録団体）及び、個人登録を行う選手は次の加盟する地区連絡協議会、
登録委員、高体連、中体連と充分な連絡を取り手続きをされたい。

（１）登録委員会（登録申請の問い合わせ）
・長野県水泳連盟 登録委員長 金成宣彦（佐久水泳協会事務局）
・地区連絡協議会 登録委員
北信ブロック委員 西沢克芳（長野県水泳連盟事務局）
東信ブロック委員 金成宣彦（佐久水泳協会事務局）
中信ブロック委員 西村博守（松本スイミングスクール）
諏訪ブロック委員 林 新一（伊那スイミングクラブ）
飯田ブロック委員 北原 亨（飯田水泳協会事務局）

（２）情報システム委員会（競技会エントリー並びにシステム全般に関しての問い合わせ）
・長野県水泳連盟 情報システム委員長 伊藤秀幸（飯田工業高校）
・地区連絡協議会 情報システム委員
北信ブロック委員 飯島教雄（長野県水泳連盟事務局）
東信ブロック委員 金成宣彦（佐久水泳協会事務局）
中信ブロック委員 塩原晃明（松本スイミングスクール）
諏訪ブロック委員 伊藤智章（諏訪地区水泳連盟事務局）
飯田ブロック委員 北原 亨（飯田水泳協会事務局）

（３）高等学校・中学校（登録業務・競技会エントリー等
高体連担当 伊藤道與（中野立志館高校） 伊藤秀幸（飯田工業高校）
中体連担当 塚原伸也（長野東部中学校） 大塚明彦（上田第一中学校）

４．ＳＷＭＳＹＳ／Ｗｉｎ版について
新登録制度移行に伴い、現在のＳＷＭＳＹＳ／Ｗｉｎ版での登録申請はできなくなります。
競技会エントリーなどの一部機能は使用できますが、その際にはＷｅｂ－ＳＷＭＳＹＳ（原本）から
データをダウンロードしＷｉｎ版に取り込んでから使用いただくことになります。



５．Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳで当面行って欲しいこと
①ログインの確認（日水連より別送の資料も参照してください）

本アドレス http://www.japan-swimming.jp/ （実際の登録業務、競技会エントリーを行う）
（0：長野県水泳連盟情報システム）

ユーザーＩＤ：HOGE
パスワード：****

競技者登録用ユーザーＩＤ：HOHOGE
競技者登録用パスワード：++++

※初回ログオン後にパスワード・競技者登録用ユーザーＩＤ・競技者登録用ユーザーパスワードの
変更を必ず実施してください。

テスト用 http://www.japan-swimming.jp/testmembers/ （Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳテスト練習用）
※こちらですが、３／２８現在正常稼働していませんが、稼働したところで、長野県水泳連盟

ホームページからその旨の連絡をさせていただきます。
ユーザーＩＤ、パスワードは上記のものに設定しておきますので、同様に変更をお願いします。

・インターネットにて上記アドレスを入力
※テスト環境も用意されていますので、最初はそちらで確認してください。（現在、動作不調）

・「会員情報」より選手登録の各業務に入ります。

①上記、ユーザーＩＤと
パスワードを入力

②氏名、連絡先など必要
事項を入力後

ログインをクリック

ここをクリックします



・登録業務を行うにはさらに登録用ユーザー名と登録用のパスワードを入力します。

②パスワードの変更を行います。（初回実行時に必ず設定してください）
なお、パスワードが分からなくなった場合には登録業務窓口等へ連絡し、「パスワード失念」の
処理を依頼してください。

①競技者登録用ユーザーＩＤと
競技者登録用パスワードを
入力します

②「同意します」をチェック
します

③「ログイン」ボタンをクリックします

④登録団体名をクリックすると
初期メニューに戻ることができます

②新しいパスワードを
設定してください

①⑤「パスワード変更」を
クリックします

⑥ ②～④の様な手順で
競技者登録用のユーザー名・
パスワードを変更します

③「パスワード変更実施」ボタンをクリックします



②団体登録情報の確認
「団体登録照会」または「団体登録変更」から登録情報の確認をしてください。

変更した場合は、画面下の「登録」ボタンで登録します。
なお、「登録費」の項目は、登録業務時に指示しますので、現在はそのままで結構です。

６．２００７年度登録業務について
２００７年５月頃に登録委員等から競技者登録の案内の連絡があるので、そちらの指示に従ってくだ
さい。なお、２００７年４月１日以降になりましたら、「年度更新処理」で登録する選手の年度を
「２００７」にしてください。併せて「学年一括更新」してください。

「→」は確認をしてください。
登録団体情報

● 団体登録照会
→

● 団体登録変更

競技者情報

● 競技者登録（新規・転入）
→

● 競技者登録照会・変更・削除（一覧表示）

● 競技者異動登録

● 競技者エントリー用登録（新規）

● 競技者エントリー用一覧(更新･削除)

→ ● 年度更新処理

→ ● 学年一括更新

● ＩＤカード発行・再発行

登録状況

● 登録費照会

● 登録費設定

→ 競技者登録情報明細表

競技者登録情報一覧表

● 登録状況確認（登録団体申請書）

団体登録申請書

パスワード

→ ● パスワード変更

SWMSYS データ出力

● システム連携データ取り込み（ダウンロード）

団体種別が違っている場合は
登録委員か情報システム委員
へ連絡をしてください

Ｗｉｎ版と同様に色が付いて
いる箇所が必須項目です。

申請はこちらからの画面を
プリントアウト



「競技者登録」は日水連競技者登録を行うもので登録費が発生します。公認大会に出場する場合は
こちらに登録しておかなければなりません。
「競技者エントリー用登録」は中学校有償登録者が無償登録に登録するときや県代表選手対応などに
便宜的に「第一区分」「第二区分」に登録しない場合に利用しますが、公認大会に出場しない選手が
Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳでエントリーを必要とする大会に出場する場合にこちらを利用します。
（競技者エントリー用登録は登録費が発生しない）

登録業務は、登録委員会から連絡のあった締め切り日までに、Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳで従来選手は
「２００７年」に年度更新処理を行い、新規選手を競技者登録（新規）してください。

その後、「登録状況確認（登録団体申請書）」の画面にある「競技者登録情報一覧表」と「団体登録申
請書」をプリントアウトし、必要な箇所に押印等をし、登録費を入金いただくこととなります。
なお、高等学校と高専につきましては、登録業務が高体連水泳専門部となりました。
（高校総体・新人大会に出場する場合には日本水泳連盟競技者登録が必要ですので、大会の申し込み

と同じように、窓口の一本化を高体連水泳専門部にお願いすることになりました）
従来と変わっておりますのでお間違えのないようにお願いします。

Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳの情報については、「長野県水泳連盟ホームページ」でも適宜発信していく予
定ですので併せてお願いいたします。

７．その他
登録業務並びに競技会エントリーについては、日水連からの発送文書等とあわせてご確認ください。
Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳ上にそれぞれのマニュアルがＰＤＦとしてリンクされていますので、そちらも
参照いただきますようにお願いします。

なお、今回のシステム導入は全国一斉となっており、当初はアクセスしづらい事も予想されます。
時間帯などを変えての対応をお願いする場面があるかもしれません。
なお、操作方法など不明な点がありましたら、２ページ目に記載されているお近くの担当者へ連絡を
お取りください。

（書類作成：情報システム委員会 委員長 伊藤秀幸）

①現在登録年度が「２００７」の
選手が登録の対象になります

②登録該当の選手に
チェックします

③「現在（２００７）年度」で「年度更新実行」を指示してください
（この画面は２００６年度中ですので、注意してください）


